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This study aims to summarise the current conditions of cultural heritages like shrines or temples damaged by the Great 
East Japan Earthquake in Minami-sanriku-cho, Miyagi prefecture, Japan, in order to diagnose problems in efforts to 
recover such damaged heritages. We firstly used a GIS (geographic information system) to identify shrines and temples 
within the Tsunami inundation areas, and then conducted a field survey to investigate the damages and current recovery 
processes of them. At the result, we found that severe damages of the precincts of the shrines or temples and  that those 
caused serious destruction of the cultural environment that used to be attached with the precincts. Although we found 
less severe damages for the main buildings and graveyards, there remained no local communities in the vicinity of 
temples or shines damaged in many cases. The local government of Minami-sanriku-cho decided to relocate the 
residential areas from coastal low grounds to higher grounds to avoid the risk of Tsunami in the future. The major 
challenge to overcome this situation is to find the way to redevelop the cultural environments lost by the disaster. 



























 人的被害：死者 18,703 人、行方不明者 2,674 人、負傷者 6,220 人
 住宅被害：全壊 126,574 棟、半壊 272,302 棟、一部破損 759,831 棟、床上浸水 3,352 棟、床下浸水 10,217
棟
 非住宅被害：公共建築物 14,085 棟、その他 82,532 棟






口は 17,431 人、5,295 世帯（平成 22 年国勢調査）であった。
2011 年 3 月 11 日、南三陸町は最大震度 6 弱（南三陸町志津川、歌津）の揺れを記録した。その後、南三
陸町を含む区域に大津波警報が発表された。2011 年 3 月 11 日午後 2 時 49 分大津波警報（予想される津波の
高さ 6 メートル）、同午後 3 時 14 分大津波警報（予想される津波の高さ 10 メートル以上）、3 月 12 日午後






死者 619 人（直接死 599 人〔うち町民 547 人、町外 48 人、不明 4 人〕、間接死 20 人）
行方不明者 217 人（うち町民 216 人）
 住宅被害：
全壊 3,143 戸（2011 年 2 月末日現在の住民基本台帳世帯数の 58.62%）

















2010」（2011 年 3 月発行）を用いて、2010 年時点で存在していたと判断される社寺建築物を特定した。ま
た、社寺の名称については、宮城県神社庁の神社一覧６）および南三陸町 の運営する「南三陸町 VIRTUAL 
MUSEUM」７）に含まれる社寺の情報を適宜参考とし、現地調査可能と考えられる社寺の地理情報を作成し















また 10m 間隔の DEM（デジタル標高モデル）を利用して津波浸水区域内の標高を調べると、津波が到達し
た最大標高は 48m であった。これらを参考とすると、志津川湾に浮かぶ荒島に存在した荒島神社は、浸水
区域データの内部にその所在地が含まれないものの、実際には津波による被害を受けたことが想定された。
そこで、「津波浸水区域」の領域内にあった 21 の社寺に荒島神社を加えた計 22 の社寺を、津波による直接
的な被害を被った可能性の高い対象と推定した。図１には、この 22 の社寺それぞれの位置と名称が示され









り被災が予測される社寺を対象に、2013 年 8 月、および、2014 年 4 月に現地調査を行った。調査は、2013
年 8 月調査については、板谷、ジグヤス、2014 年 4 月調査については板谷が担当した。調査対象は前章で抽
出した 22 件の社寺のうち所在が確認できなかった志津川地区の白山大明神、八野寺、歌津地区の西光寺を
除く 19 件である。このうち、神社は 14 件、寺院は 5 件で、神社が 4 分の 3 を占めている。
(1) 本殿・本堂
 被害の少ない本殿および本堂 































































た東日本大震災記念碑が、折立契約講によって 2012 年に建立されている。内容は「2011 年 3 月 11 日午後 2
時 46 分、東日本大震災発生、マグニチュード 9.0 の超巨大地震により、約 40 分後、予想を遥かに超える巨
大大津波が押し寄せ、最高水位が本記念碑まで到達した。ここ五十鈴神社に戸倉保育所の園児 18 人、戸倉









2011 年 9 月、南三陸町震災復興計画（素案）を策定している。復興計画（素案）では、まちの将来像を「自
然・ひと・なりわいが紡ぐ安らぎと賑わいのあるまち」とし、復興の目標を、1. 安心して暮らし続けられる
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